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　　　　　　　　・ ル コ ー ノt・ 一 ガ ソ リ ン 混合液の
“Water

　　　　　　　Tolerance
” s 媒溶劑に 就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　村　　研　　究 　　室

無水 工 f ・ン ア ル コ ー　lv 　fp　”’y　 ））ソ i：加 へ て 混合燃料礎 る場elこ一般に ア ル コ 」 ・V の 吸濕性 が 懸念 され ・此 の

事柄 に混合燃料 の 缺點 の
一つ E して暴げ られて 居 る 。 從來の 研究結果 tlevaる 時其の 或 う もの ［t’吸濕性が 混合燃料

の 致命的な 缺點の 樣 に主張 し、又他方實驗の 結果 よ り問題 電 す る に 足 らす ご述べ て ゐ る もの もあ る 。 要 す る に 此

の 問腿 ほ 最 初 混合燃 料 た 造 る 時 に は無水 ア ル コ ール な用 ひ る の で あ ろ か ら混合以後 に於 て 貯藏中叉 は 内燃機に 用

ひ る 場合 に 燃料系 統 中に 混入 す る 少量の 水分 t 關係す る もの で あ ろ 。 然 らぼ水分 の 混 入す る主 な る 原 因 lt何 か ミ

考 へ 6t 貯藏 〃 ク の
“ Sweati ・9

”

或 rt“Br ・・thi・9
”

［；依 る もの が 大 部分 で ftの 夘 二降雨め 際 タ ソ 〃 1； 混合液

た補 充す る 場合防 水装 置 奄 缺 け る 爲に 水分 が 直接混 入す る ご 云 ふ 場合 も考 へ られ ろ が 後 者の 方 に邁當 の 注意な拂

へ ば 邁け得 る 事柄で 、前者 ば 大氣 中 の 濕氣 の 凝縮に 起 因 す る か ら混合燃料寿 VM ‘，tt，r　fgel”

ミ して 取扱 ふ 1こ當 つ

て 以前か ら顧慮 されて 來☆ 問題 で ある
。 而 して 此 の タ ソ ク の

’‘Sweating ”

な る 現象に商業用 に於 て 使用 され る 所

謂
“Commercial　st ・ rage 　tank

”
以外 1：内燃 機の が ソ リ ソ 4 ノ クや 氣化器 ［：於 て も起 るの で あつ て、先す 4 ソ 〃

の
“Vent 　hole”

な 通 じて 凝縮水が 燃料供給管中に 入 ろ の で あ ろが 此 の 水分 に燃料 供給暼 の 途 中に
L‘Trap”な 毀 げ

て 除去 す る様 に 工 夫 され て 居 ろ 。然 し集積ゼ る 水分 量が
“Trap”の 内容 以上 の 場合に ば 此の 水 分 に 氣 化 器 の

’
℃ arbtI −

retor 　jet
”
1；進み 機關の 運轍 こ支障た 來 す の で あ る。又 一

方冬期 に 於
’C　tt“Trap ”

内1：於 け る 水 分 の 氷結 の 結 果 燃料

供給管 を封 鐙 ず ろ 事 もあ る
。

か くの 知 く
‘」Sweadng ”

な る現象 に依つ て 少量の 水 分 の 混 入 ば 邀 げ られ な い む｛重 要 な

事 ば如何 な ろ程度の 水 分が 入 つ ぬ ナよ 1＞ば混合 液 の 分 離 旭生 す う か ミ 云 ふ 事で あつ で
‘Sweating ’1

　e：依 り混入 しれ 水

分 量が 分離 な 起 す 程 度 の もの で な けれ ば 賢用 に に懸念 の 必 要 72い わ けであ る 。 故 に 混合 燃料を 使用 す る 場合 に ア

ル コ ー　 ）v の 分 離な起 す 事 な し1： 混合液 に 加 へ ら ろ べ き水 分 の 最大 容積毎 知 る事 tt必要 で 之 れ な 滉合液 の
“Water

Tolerance ”

ミ か
L’XVater−holding　capacjty

”
或 t：　

“ Safe　water 　addition
”

ミ云 つ て 居 ろ 。
．BR ］PqlfMA ）q 及 ΩuEH −

　 　 q ）　　　　　　 　　　　　　 （2）　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　 t3）

FELP
，
　B σ1EY 及 HQPKI 即 ，　CffRlsTENsEN ，

　HIx ｛】N 及 FuL ｝fEu 等 ぱ ヱ 的 ン ァ ’レ コ ール 湿含液 の
“ Water−holding

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t4，5，6）

capacity
”

の 研 究 に就 て 發表 して 居 るが 彼 等 の 結 果 は HOB 賦 DICK が 以 前 に 行 つ ☆ もの ミ よ く一致 して 居 る 。

　 一般 e： 5〜25％の ヱ チ ル ァ ル コ ー冫ン を含 む漉合液でに 冬期は．ア ル コー，lp の 約 1％以 上   冰 分添 加 に危 險で．あ る

が 夏期な れ ば約 3 ％以 上 で も差支 へ t い S され て 居 る 。 又 米國 の The 　NatlonaI　B　ureau 　 of 　Standards で は23種

類 の 混合液 1；就詳細な る 箕驗 な 行 つ て 居 る 。

　以 ．ヒの 箕驗 結 果 tde總括 す る 霍
L‘
Water 　Tolerance” 1｛混合液の 温 度が 降 下 す ろ

’
ご減少

』
ヒ與岱 られ れ る温 度 で ば

混合液 LP の ア ）lx コ 卿ル の 滋度が 墳す につ れ増 加す る 。
、』即 ち分 離温 度は 混合液中の ア ル コ ール の 含量が 増 せ ば降 下

す る 電 云 ふ 事 が 解 る 。

・5Water
　Toleranec，i は 又 が ソ リ y の 性 質や i鞴 性椥 ：佐 つ て も影 響 され る もの であ る 、即 ち

飽和 脂肪屬 炭化 水 素 で は 小 に して 、不 飽 和 脂肪屬 又 に 芳香屬 炭 化水索で ば大 書 な り蒸溜 性状 の 等、しmt
“y リ ソ に

棘て tl’‘Water 　Toleranee ”

［：於け ろ 差異 lt比 較 的小で あ ろ 。 米 國 に 於 け ろ 市販 カツ リ ソ に ヱ 千 ル ァ 7レ コ ール 々
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t7）

5，10，
20 及 40％混入 し六揚合の

“ Water　Tolerance”は 大 醒第 1表 に示 す逋 リで あ ろ o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　1　　　　 表

　　　　　　　　　　　　 ヱ 千 ル ァ ル コ p ル 〜ヵ
’
ソ リ y 混合液の

ら‘Water 　Tolerance
，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘‘Water 　Tolerance

”
容量 ％

　 濫 度
゜F

104 （ua
°C ）

68 （20
°C）

32 （O
°C）

−4（− 200C）

畷 O（−40
° C）

5 ％混合液

　 0．19

　 0、lb

　 O．11

　 0。07

　 0．05

10％混合液

　 0．46

　 0．30

　 025

　 0．且8

　 0．11

20％混合液

　 　 1．II

　 Oβ3

　 0渇9

　 0．40

　 0．26
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40 ％混合液

　 2．70

　 2．03

　 　1．46

　 　1．oo

　 O．64

　上表 よ り混合液中の ア ル コ ール の％が 2 倍ミ な る t “ Water 　Tolexltnce
’±

は 2 倍 以 上 に 壇加 す る事が 解 る。95

％ア ル コ ール は 之 れた 10％ ガ ソ リ ソ に 混合す る 時ば混合波の 水分含量に約0．5 ％ ご喉 り之 れ匿 上 表の 結果 1：tkる ミ

SS」104。 F くa，。
・C）で 分離た 起 す 、 又 如 ％混合液rc・lt2・0％‘Z）7X 分fP含ん で居 b分 離 ば 約 68 ° F（2Q

° C ）で 起 る か らZ 等

の 混合液は大氣 中か ら水 分 々 吸牧 す る ミ云 ふ 問題 潜 考 へ る 迄 もな く實用 に 供 す る事が 出來 な い 。

今 日で は 混合液な 造 る に に 専 ら無水 ア JV コ ール 准 用 ひ て 居 るが 上述 の 如 く箕 用 上 t：當 つ て tt」」Water 　Telerance
¶

t2　n 問題瀰 慮す る 必要 が あ る 。 此の Slt・va合液中の ア ・・
＝・・一　

・・％が 少い 場合1塒 に重嬰であ る 。 現今混合液の

水 分吸 攻 の 爲 起 る 分 離 71e防 ぐ最 もE 効な 方 法 ば次 t：meべ る 媒溶劑 （Blendi・ 9　 ag ・nt ） 々 用 ひ ろ 事で ある 。

　媒溶嚠ミ は ア ル ．コ
ール 混合燃料 に 添 加 す る 第 3 物 質の 事 で 之 な 少量添 加 すれ 1で水 分が あ ろ 程度 まで混入 して も

分離温 度 の 上 昇 毎起 す事 な く安定な 混合液 を得 る の で あ ろ 。

．
以 萠 ぱ工 業用酒 精即 ち 約95％ア ル コ ール 々 ガ ソ リ ソ

に 漉合随 用 す る 場合 に 其の 分離々防 ぐ目的で試み られ すこ もの で 今 日の 如 く無水 ア rP コ ール な用 ひ 7： る揚合 匿媒溶

劑も以前程必要 性 1：無 い わ けで 研 究者の 中 で も其の 必 要な認 めな い もの もあ るが 上述の
“ Water 　Tolerance

’
建 關

漣 して 媒溶劑 の 問題触考 へ る事匿貿用上頗 る 有意義 ミ 思 ば に れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8　’｝
此 の 方酢 於け蹤 來 の 研 究 で lth づ沸晒 で A ・R ・M …

’
N 及び D ・　 B。m ・Fa 　V “比 重 O・723（lb° C）の カ

’Y 　Y ソ

を 用 ひ 96％酒 精 な 10，20，30 ，
40及 び50％ 含有せ る 混合物 につ 蓍種 々 の 温度の もミ に該混合物が 透明 彪保 つ に必要

な 媒溶劑の 量 を 試驗 しブ；。 第 2 表 lt　O° C 及び 一一15 ° t：於て相異 る量の 酒精な含宥す る 混合液に必嬰電媒黼 の量

な總括 し？こ もの で あ る 。

　表 に 於て に試驗 に 用 ひア：物質た 3 種類即 ち媒溶劑ζして 不逋當な もの 、 使用可能 7Mもの 、 好邁 な もの t：分類 し

て 居 ろ 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　　　　 2　　　　 表

溷濁 防止 に 要 す る媒溶劑の 酒 精〜 べ y ヂ ソ 混合液 にi對す る ％

種 　 類 媒 溶 齊目
酒緇餓 酒驫 液 1酒飜濕 s酉驪 讎 陸讌

ゆ
・ C ト5・ C…・

・ C ト15・
・i… 1−1… 1。

・
・ ト15

・

・1。°
・ ト1・

°
・

不 邁 當

ベ

ア

箆

ソ 　　　ゾ 　　 　ー

ト

子

セ

麻

，レ 　…不 可
1

不 可
1
不 可

ソ 　　｝　19　1　36　　　18

測 不 引 祠

　
　　　　　　　 　

1 不 可 ll50

　｝

6。 1不 司

　 　 　 　 　 1
23

　1不 可
！

13

18i56115

1引 411 一

24　　 75

43　　　 1218 衡
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使用可能

二 　 　　 　P 　　 　　テ 　　 　　ル

イ ソ プ ロ ビ ル ア ル コ 尸ル

テ 　　レ 　 ビ 　
・y 　 抽

雜

336910．410

．8

1L875

’
7．6

録

好　　邁

プ チ ル ク レ
・
ソ ール

イ ソ プ チ ル ア ル コ 冖ル

ノ ル マ ル プ 千 ル ア ル コール

ア ミ ル ア ル コ 尸 ル

チ ク ロ ＾ キ サ ノ 尸ル・

　 　 　 　 　 　  

　 5．5

　 4，5

、
4・1

ト4・113

．9

6．35

．45

．3

．5．34

．9

16．3　　　7．9　　132

14β　　　8．4 　　　17

・10．2 ・　　6．4 」　　10

B16454．

54

．

4．

∠．

・．・　1・−27739

6666 7764

＋

4．

44

．

4．

nJ5b4

齢

7

67776

0668

6754

’

0

344

．

4・

4

「．一＋tLt
　
．
1
’

10：6　　 42　　　　
14．5162

　 − 　　1　 −
　　　1
　 　 　 1
　 6．1　　 3．1
　 　 　 i

！
8・313 ・7

　 5．8　　 3．8

　 7．7　　 3A

　 6．8　　 3．3

β

δ

81

7

占

。5

β

9

57776

　5（．　ORMANm 一
及 び CRAVE：s’　tt酒 精 の 小部分 な 同容稜の輿へ らi− 　t：る媒溶劑 1二て 代 へる 時に或限界 まで ば 分 離

温 度 の 變化 △ t は混入 しナこ媒溶劑の 容積 に 正 比 例 し最初 の 酒精容積 に 逆比例す る事 な認 めtlo 即 B た同容積の 酒

精 t 代 へ す二媒溶蜊の 容量％ミ しA た 最初 の 酒精の 容量％霊 す る時 は次の 關係式が 得 られ る 。

　 　 　 　 　 　 　 1
　　　　△ tOQ

入

　 　 　 　 △ t ◎ oB

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B
　　　　即 ち　△ t 昌 K ’−li

−’

常駆 ・

△

毒
Al

鰈 黼 唖 耡 （… nd ・・g・P・… ）・ 呼ばれ K 嘸 ・正Ptl・な ・ もの 贓 覯 ・ し鮪 効で あ

る 事 な 示 す
『

K の 償 に酒精擴度 々 考慮す る場合正 確 に に常 數 で ぱな い が 媒溶劑の 相對的の 價矩 表 1ます に ば 充 分 で

あ る 。 第 3 表 t：eb％の 炭化水棄IQ％の酒精及び 5 ％の 媒溶劑 よ りな る 混合物中 に於 け る 種 々 の 媒溶 鋼 の 混 合 促 進

Izesす る 相費的効果 存示 す もの で あ る o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 　　　　 3　　　　 表

　　亙 A
K 謂

一
百
一

一プ ・ ・ 1ぺ ・ ・ 一・

　　
．
ムtA

K ＝

　 　 　 B

一プ ・ 刻 べ … 一　・・

　

　

　

　

フ

　

　

＝

。

ル

キ

レ

．

レ

も

べ

丁

血

テ

へ」

ク

ア

メ

ソ

ナ

シ 　 　ロ

ビ 　　　y

ゾ

　 　 　 ニ 　　　　リ

　 　 　 レ　ア 　 1レ　コ

エ チ ル ア ル コ P ル

　 　 　 〃

ル

ル

ル

沺

ソ

ル

ソ

ル

95 ％

100 ％
i

　 3

脚6

−18

約o

−111235i

−24072

　 1

》 0

11426

舶

072

ブ 。 。 “ ア JV 。
一

、・ ［
プ チ ル ア ル コ 尸 ル

ナ ミ ル ア ル コ ー ル

＾ キ シ ル ア ル コ P ル

エ 　 　　　ff　　　 テ 　　　　ル

ア 　　　 セ　 　　 ト　　　 y

ニ チ ル ア セ テ 卩 〉

…
一 ・ サ ・ 一

引
菜

セ ト ア 鼡 ド

1

　go168170

　 47

小

　 引

小

201

−20
−1，000

1

70144150

　 31827150

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “ D）

・荒木 鶴雄 t 中林 正 素兩 氏 は 航 空 3 號 揮 發 抽 、市 販 無水 ア ル コ ール 、 燃料用變 性酒精 及 7 種 類 の媒溶 劑 々 用 ひ て

先 づ ガ ソ リ ソ N 無水 ア ノン コ ー　 tTノ 漉 合 液 に 對 す
’
ろ 水 の 溶解 度 IZ及 ぼ す媒溶劑の 影響及 航空 3 號揮發油 、變性酒精混

合液の 臨 界溶解 澀 度 に 及 ほ丁 効果 か 研 究 け こ。

　
ひ
實驗 結 果 に依 る ミ ガ ソ リ ソ ，無水 ア ル コ ール 90 ； 10及80 ：　

’
？O（容 量％）の 2 混合液 に 以 上 の 媒溶劑を 加へて フkの

．溶解 度 tle比 較 しプ チ ル ア JV・　：・・　− 」レ た 加ヘカ 場合に 水 の 溶解 度が 最 大 ε な ろ 事々知つ アこ
。 又航 空 3 號 カツ I」　・f ・變性

N 工工
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ア ttr・＝ 一，vza 合液 の 臨界溶解va度 1：及 ほゴ 媒溶酬の 効果 ［：Xtて に プ チ ル ァ ル コ ー肌 ヘ キ サ リ ソ gett著 し く臨 界

溶解温度層 低下 す る事 触認 め該2 混合液に就 て 司 5 ° C 以下 の 臨界溶解温度葎宥 ：し混倉性 の み か ら考 へ て 航空 發動

糊 燃 継 して 使 用 の 可 能性あろ獺 練 めアこ・ 　 　 　 　 ，
tt

．　 　
… … tt．−ttt一

　遶藤 永：欠耶氏 も航空用ガ ソ リ ソ ミ して ほ 分離鮎 が 一35°C 若ぐは 一 虫D° C 々必翼 t す る 見地 か ら媒溶齊腱 して ぺ y

y 一ル 及『
ニ ーテ ル な使用 して 分 離點 の 低下 々試 ウ t：。 實驗結果 に第 4 表及第 5 表1こ示 す rk　bで あ る 。 即 ちモ ータ

ーベ ソ ノ ール に エ ーテ 丿レ に比 し媒溶劑 ε して の 効力少 くN ヌ．94％ ア ル コ ール ［t ＝ ’一テ ル 々媒溶劑 t して も樹實用

に 供 す る こ 電 困難 で ア ル コ ール た ア ソ チ ノ ツ ク鋼 ε して 15〜20％
”
aA． 使用す る 場合に 、 98％ ア ル コ 冖ル に媒溶劑

E して エ ーテ ル 2〜 5％添 加 しゴこ もの 々邁甞 ミ しアこ。 爾 ア ル ゴール 純度99％以 上の 揚 合は 媒溶劑添加 の 必 要 の な い

事 奄 認 め アこ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　4　　　　 表

　　　　　　　　　　　　戛  鎧 讖混合液 ・ 分 翻 閾 ・ ・ エ ー砌 影 響

ア ル コ ール

純　　　度

98％

94 ％

（度）培蘭 1o ｝ 2li4 61811 ・

曇　 り　點

分　離　點

27a3一

　啣

釁副 蹴

苗

鵡

一45

−−49．5

一51

−54

幻

21

2p

◎

2
、
−

166

．5

一55 以 下

一55 以下

一55 以 下

一55 以下

　　　　　　　　 第 ・
　　　 5　　　　 表

徴 鎧 畿灘 の 分黼 謝 ・ ・ 一・ 一・ 〃 一・・の 灘

80 一3

−11

k’u コ 卿

劃，猷
”

祕1 。 ｛ ・ 14 　 6 8 lO

98 ％
曇　の　點

分
・
離　點

一32

−37

翩

艇

甲34

−4d ケ

一 36　 1 −41

−42　　　　　 −471 1
唄

朝

94 ・ 魏 蠶i蹴 1 ：訓 窰　 蓼　鴛　 餮ゴ

　媒溶劑ピ して に種 々 の物質 につ 告研 究が 行 ttれ特許 ミ なつ て 居 る もの が 多い が 共の 中に は非常 に宥効ttもの も

あ り．5〈eeり効力の 無い もの もあ る 。 雑 許 電 なつ て 居 る もの を鶴 げ て 見 る t 次の 通 りで あ る 。

　無 水 フ ーセ
・
ル 油 、ア ミ ル ア ル コ 尸ル 、樟腦 、

“ Pine　taピ
，

類及 び それ よ りの 生 産 物 、芳香 族 炭化 水 棄、二 硫化 炭素 、

脂 肪 酸（蓖麻子 油及び り
．
ノ レ ソ 酸等）混合 ク ト ソ 類及び ト リエ チ ル ア ミ ソ

、
ペ ソ ヂ ル ア ミ ソ

、
L・K ラ ヂ ソ 等 に して

叉 1．G ．會肚で は蟻酸 の ア ル 1 ル 化今吻な媒溶劇 ε して 提案 して 居 る 。

　最 近 で は殊 に 分 解 蒸溜 の 際 の veh’ス よ り製造 され る 高級 ア JU コ ール が 媒容劑 ピ して 優れ て 居 る事 が 明 らか に さ

れ ？こ。

　高級 ア ル コ ール は 媒溶劑 定 じ （に ベ ソ ゾ ー”・謎 ル ナ ール よ り優れて 居 り 、之 等 た極 少量 加へろ ミ
“ Water 　Toi−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 《12、

erance
”

が 著 し く増加 す る 。 National　Bureau 　of 　Standards で は n一プ ロ tr　1レ 、 イ ソープ ロ ビ ル 、　r プ チ ノレ 、イ y

− 7
’f ・Jレ 、第 3 級 プ 千 ル ア ）y ＝ 一ル 等 層 用ひ て 之 等 為 ア ル コ ー ｝レ 5 ％，IO％ 混合液 に 1e／e ，3 ％，5 ％宛 添 加 して 賢

驗 Pt行 つ ア：p 第 6 表tt　1 ソ プ ロ g・　tV ア tV ＝ 　・一　Jレit添加 しf；場ftOP　“ Water 　Talerance
”

の 増加 な示 す もの であ る
゜
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「
　　第 　　　　　　

・6 　　　　　　表

ヱ 乎 ル ア ル コ 印ル 〜 ガ ソ リ y 混合液 「：イ ソ プ ロ ビ ル ア ，レ コ ρル な添 加 しアこ楊合 の
’
±Watett　 ToleranCe”

の 」勧 口

澀　度　
゜F

104cca ° C ）

68 （20
° C ）

82 （0
° C ）

一4（−20
° C ）

司 0 ：辺 O ° C ）

混合液中の

ア ル コ「ρル

セ

％

5105105105105

　
凸

10

イ ソ プ 卩 ビ ル ア ル コ ール 添 加 量 、0 ％ ．：％ 。6 ％ ，5 ％
1：SSす る

“Water 　Toleratiee”VeI．％

o％

020

α480

．且60

．380

．130290

．09Q210

．060

．14

1％

026

α550210

．440

．170

．340

．130

．250

，090

，17

B％

0β 80

ンOO

β20

．580260

．46

、『O．200

．340

．150

．23

5％

0510

．850

．43 ．

0．720

．360

．580

，290

．43
』0220

．30

　他 の 四 つ の 高級 ア ル コ ー
　7V ［：Xt

冒
く得アこ債 も大體同一で 10％ ア ル コ ール な含 む 掘合at［：之 等の 媒溶劑な 5 ％宛 加

へ t；va果に第 7 表 に示 し†こ通 りで 上 述 の 箕驗 で は ヱ チ ル ァ ル コ ール な IO％以 上 含有す る 混合液 に就 て の 媒溶測の

効果 lt報告 され て 居 らt い が 何れ に して も95％ア ル コ ール 々廩用 す る事 は（高級 ア ル コール の 混和 力が 大 で も）混

合液の 氷結 點 よ り相當高い 濫度で ない 限 り叉 之 等の 媒溶劑た非常 ［：多量 ［； 使用 しな い 限 り　ttSC際上 困難で あ る 。

然 しなが ら無 水 ア ）V ・＝ 一ル 潜用 ふ ろ揚合 は 高級 ア ル コ ール た媒溶測 ミ して 約 D ％程 度 使 用す れ ば ア ル コ ール の 分

離な起 す 事な く從 つ て 内燃 機運 幅 上 の 懸 念 もな い わ けで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 　　　　　7　　　　 表

　 ヱ 乎 ル ァ 7レ コ 卩，v 　IQ％ E ヵ
’
ソ リ ソ こ の 混合液【；種 々 の 高級 ア ル コ 炉ル 5％な添加 ぜ る場合の

‘’Water　Toletancec，

の 墳加

粗 ・度 ・qF

．．1C吟 （．400C ）

　 6§（200C ）

　 32
』
（O

° C ） 3

　− 4（−200C ）

　適 （壱4〜〕
OC

） 1

“Water　Toleranee” VoI，％

高級 ア ル コ

ール を 添 加
tf ざ る場合

レノ

n

チ

　

ブ

　

レ 
ソ

巨

イ゜
　

フ

　

ル

n

ビ
゜

ロ

　

フ

　

ル

脚ソ

チ

ィ
プ

0．480

．3BO

．290

．210

．14

0．900

．750

．610

．470

．35

O、850

．720

．580

．430

．30 、

0．920

，eeO

．670

．550

．43

0．900

．770

．640

、5 晝

0，39

繍
ル

3
チ

第
プ

文 献

0．860

．730

．60
』

Q．500

．39

・
』
E ．・HUBPtiTDI（rrL：　Spivitusmntoren．．
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、
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’utilizEt五αn ．
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